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概要

XK10 は、平行度と平行真直度の両方を測定できるアライ
メントレーザーシステムです。本書では、工作機械のアセン
ブリやアライメントにおける、平行度と平行真直度の違いに
ついて述べています。また、これらを測定する際の従来の方
法についても記載しています。

平行度

• �工作機械の組付けとレールのアライメント調整におい
て、平行度は、2�本の平行なレールまたは軸が作る角度
を指します。

• �平行度の測定は、長い軸やレールの設置とアライメント
調整を速やかに行うのに役立ちます。真直度の測定は、
レール�1�本につき、始点と終点で�1�回ずつの計�2�回行
います。

平行真直度

• �水平方向の平行真直度は、平行度測定と同じセットアッ
プで測定でき、垂直方向の平行真直度は、平面度測定と
同じセットアップで測定できます。

•  平行真直度は、2 本のレールをまっすぐ平行に並べるの
に役立ちます。

•  各軸の真直度誤差も考慮するため、平行度よりも包括的
な測定が可能です。

•  従来はこの作業に、ブリッジ板または直定規/平行棒を使
用していました。
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従来の方法

•  これまでは、平行度/平行真直度を測定するのに、ブリッジ板をダイヤルゲージおよびデジタル水準器と併用する方法が
用いられてきました。

•  ブリッジ板は、機械レール上の平行面をまたぐように構成されています。ブリッジの一端が基準面に突き当てられ、他端
に取り付けられたダイヤルゲージが、反対側の加工面に接触します。

•  ブリッジ板をレールに沿って移動させ、ダイヤルゲージの値から、反対側の基準面に対する水平方向の平行度を求めます。

考慮点

ダイヤルゲージ
•  繰り返し精度が±0.5µm という最高精度のダイヤルゲージであっても、最大±3µm の不
確かさがあります。

•  つまり、ゲージの表示値が 0µm であれば、実質は�-3µm から�+3µm の誤差があると言
えます。

占有面積
•  ブリッジ板は広いスペースを占有することが多く、その広さが測定分解能に影響して、
測定精度が低下します。

サイズ制限
•  機械のレール間が広く空いていると、ブリッジ板での測定が非常に難しく、プレートの
サイズが原因で、ブリッジが軸に沿って移動する際に高確率でねじれが生じます。

ヒューマンエラー
•  ブリッジ板を使いこなせるかどうかは、オペレータの経験次第であり、測定精度は、オペレータがブリッジ板を表面の基
準面にどれだけ正確に当てておけるかにかかっています。オペレータが変わると、得られる結果も変わることがほとんど
です。
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平行度の測定

水平
•  平行度測定用に各ユニットをセットアップし、タブレットを使って各レールの両端で�2 点のデータを取得します。システム
によって�2 軸間の水平角が計算されます。

•  角度計算のベースとなるのは、各点における真直度偏差および各軸の長さです。
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平行度の測定

垂直
•  垂直方向の平行度は、平面度の測定と同じセットアップで測定します。

•  1、2、および�3�の位置でレーザー面のアラインメント調整を行い、データを取得します。4�の位置で測定した偏差と軸の
長さを組み合わせて、2�軸の垂直角を計算します。
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解析 – 平行度

•  測定した平行度は、タブレットで確認できます。

•  解析画面に、基準レールに対する測定レールの総合的な角度が表示されます。

•  誤差の表示単位は�µm/m�です。
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平行真直度の測定

水平
•  水平方向の平行真直度は、平行度の測定と同じセットアップで測定します。

•  両方のレールで真直度を測定し、その差をグラフ化します。

•  CARTO Explore�に、平行真直度と平行度の誤差が表示されます。

平行真直度の測定

垂直
•  垂直方向の平行真直度は、平面度の測定と同じセットアップで測定します。

•  1、2、および�3�の位置でレーザー面のアラインメント調整を行い、データを取得します。各軸に沿って複数回行います。

•  水平方向の測定と同様、2�点の真直度測定結果の差がグラフ化され、その形態と、2�軸間の最大真直度差が表示されます。

1. 2.
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解析 – 平行真直度

•  平行真直度データは、CARTO Explore�で解析できます。

•  上側のグラフは、各レールの実測誤差を表しています。

•  下側のグラフは、基準レールに対する測定レールの平行真直度を示しています。
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